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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· Ａユニットのお風呂のお湯が出なくなる事がありましたが、直ってます。

· 生活習慣改善プログラムの全体記録と個人記録のファイルはスタッフオフィスの本棚に準備してあります。

＜患者様について＞

· 山下　拓也様　夜間の寝具の尿汚染続いています。本人と相談したところ、0：00にト　　　　　　　イレの声をかけて欲しいと希望されていました。0：00にトイレの声を　　　　　　　掛けて下さい。夜間トイレに起きた際のフラツキが強いので転倒しない　　　　　　　よう歩行時付き添うようにしましょう。又、レストランに移動する際の　　　　　　　歩行（階段昇降）も不安定です。手すりにつかまって頂く等声を掛け

　　　　　　　　　転倒しないよう注意していきましょう。

・巴　勇樹様　　　外泊中です。父に現在の煙草の本数管理について伝えています。今回の外泊からニコレット使用するそうです。

・加賀谷　芙美子様　23.24日と準夜帯で低血糖があった事から17：30のヒューマカートＲ

　　　　　　　　　　8単位→7単位になっていましたが、26日.27日も同じく7単位で施行するように指示がありました。

· 古里　勝友様　　　本日アルコールの家族勉強会を行なっています。

　　　　　　　　　　　本人はこれからがスタートだなと話されています。

・職場の方は本人の疾患について理解されており、仕事上でお酒を勧められる事はないという事です。1人暮らしであり、家で1人でいる時の飲酒のリスクが高いようです。

・断酒会等については職業上知り合いがいたりすると良くないと参加はしないということです。

・仕事の復帰は、五所川原に行って少し休んでからにしたいと話されていました。

今後の具体的な生活のイメージが十分に出来ていない感じあり、外泊中にご家族とも今後について話し合うように説明しています。

兄は疾患については特に否定的な発言もなく、離れて住んでいる事で心配されているようでした。

今後の精神科の通院先と、抗酒剤を希望するかどうか外泊中ぞ家族とも相談し考えてくるように伝えています。

帰院時、確認をお願いします。

・長野　房子様　　時間を勘違いした発言や、同じ事を短時間のうちに何度も尋ねてきたり、発言が次々に変わったり。全体的に発言や行動に統制がとれていない感じが強くなっています。本日は日中落ち着かず自室とホールの行き来されています。他者のジュースを勝手に飲んでしまったり、他者に面と向かって失礼な発言をされたりする事が出てきている為、トラブルには十分に注意していきましょう。

＜日常生活支援＞

・西川　和恵様　　最近空き缶やゴミをベット周囲に置きっぱなしにすることがみられて

　　　　　　　　　きています。コーヒーを貰いにきた際は、ゴミを捨ててからにするように声を掛けていきましょう。

・長野　房子様　　自室内、衣類が散乱し寝具も整えることが出来なくなってきています。

　　　　　　　　　声掛け、援助していきましょう。

　　　　　　　　　又、日中は離床を促して行きましょう。

